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平成２９年第１回尾張旭市環境審議会会議録 

 

１ 開催日時 

  平成２９年３月１７日（木） 

  開会 午前１０時００分 

  閉会 午前１１時５５分 

２ 開催場所 

  尾張旭市役所 南庁舎３階 講堂２ 

３ 出席委員 

  伊豆原 浩二、岡村 聖、藤井 政勝、松本 哲男、野町 純子、大塚 宏子、

廣瀬 逸男、藤沢 秀人、髙橋 賢一、松岡 里枝   １０名 

４ 欠席委員 

  野呂 敬、成田 充弘   ２名 

５ 傍聴者数 

  ０名 

６ 出席した事務局職員 

  環境課長補佐兼環境保全係長 山田 祐司、環境課長補佐兼ごみ減量係長  

川本 英貴、環境課環境政策係長 小久保 俊幸、環境課主事 堀部 真司 

７ 報告事項 

 ⑴ 平成２８年度環境基本計画年次報告書について 

 ⑵ 平成２９年度重点取り組み事項について 

８ 会議の要旨 

環境課長補佐  

山田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 皆さんこんにちは。環境課長補佐の山田でございます。定刻とな

りましたので、ただいまから「平成２９年第１回尾張旭市環境審議

会」を開催させていただきます。 

  環境課長の石坂につきましては、本日急用のため、欠席させてい

ただいております。 

 それでは、開催に先立ちまして、本日の資料の確認をさせていた

だきたいと思います。 

 はじめに、表紙に「平成２９年第１回尾張旭市環境審議会会議次

第」と書かれた資料が一枚。 

 続いて、「平成２８年第２回尾張旭市環境審議会意見対応内容」

というタイトルの資料が一枚。 

 そして、「平成２９年度重点取り組み事項」というタイトルの資

料一枚につきましては、資料説明の都合上、発送後に一部修正を行

いましたので、机上に置いてあります資料と差し替えをお願いいた

します。 

 そして、右上に「参考①」「参考②」「参考③」「参考④」と書か
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議長 

 

 

 

れた資料がそれぞれ一枚。 

 最後に、机上に「尾張旭市環境審議会委員名簿」が一枚。 

 以上、８枚の資料となりますが、お手元にございますでしょう

か。 

【資料確認】 

 また、本日はこちらの「尾張旭市環境基本計画【中間見直し

版】」の冊子及び「平成２８年度環境基本計画年次報告書」もお持

ちいただくようお願いしましたが、もしお持ちでない場合は、こち

らでご用意しておりますので、お申し出ください。 

【資料確認】 

以上の資料を使用しまして、本日の審議を進めさせていただきた

いと思います。 

 それでは、ただいまご確認いただいた資料のうちの「尾張旭市環

境審議会委員名簿」をご覧いただきたいと思います。 

 本審議会の委員の名簿でございますが、本日は、野呂委員及び成

田委員が欠席でございますので、委員１２名のうち１０名の方が出

席されております。これにより、尾張旭市環境審議会規則第３条第

２項で規定する過半数の出席を得ており、会議は有効に成立してお

りますので、まずもってご報告申し上げます。 

 続いて、本日出席の事務局職員は名簿裏面のとおりでございま

す。 

 以上の出席者により、本日の審議会を進めてまいりたいと思いま

すので、なにとぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、早速ですが、議事に移らせていただきたいと思いま

す。 

 本日は、昨年１１月にご審議いただきました「平成２８年度尾張

旭市環境基本計画年次報告書」に対し市民のみなさんからご意見が

あれば、そのご意見に対する市の考え方について審議をする予定で

したが、ご意見はありませんでしたので、報告事項のみとなりま

す。報告事項につきましては、「平成２８年度尾割旭市環境基本計

画年次報告書について」と「平成２９年度重点取り組み事項につい

て」の２点ございます。 

 進行につきましては、当審議会の議長であります伊豆原会長にお

願いしたいと思います。伊豆原会長、よろしくお願いします。 

 皆さんこんにちは。本日はご多忙のところ、ご出席いただきまし

て大変ありがとうございます。 

 さて、ただいま説明がありましたとおり、本日は「報告事項」が

２点、事務局より提出されております。 
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 前回のような「諮問」に対する「答申」について審議する場では

なく、事務局からの報告事項に対してご意見を頂戴する場、皆さま

からの様々なアイデアを出していただく会でございますので、ざっ

くばらんに気軽な形で意見交換などができればと考えておりますの

で、よろしくお願いします。 

 それでは、はじめに「平成２８年度尾張旭市環境基本計画年次報

告書」について、事務局から説明をお願いします。 

 それでは、報告事項の１「平成２８年度環境基本計画年次報告

書」についてご説明させていただきます。 

 こちらの「平成２８年度環境基本計画年次報告書」につきまして

は、前回の環境審議会の際に皆さんからご意見をいただき、そのご

意見をもとに一部変更等の対応を行ったところでございます。対応

内容につきましては、環境審議会後に皆さんへ通知を送ったところ

ですが、今回はその意見と対応内容について「平成２８年第２回尾

張旭市環境審議会意見対応内容」を使って説明させていただき、随

時、実際の年次報告書の変更箇所をお示しし確認していただきま

す。 

 それでは「平成２８年第２回尾張旭市環境審議会意見対応内容」

をご覧ください。１点目の意見として、年次報告書が今後の取り組

みを改善するためのものだとわかるように、表紙にその旨の記載が

あったほうがよい。という意見がございました。こちらへの対応で

すが、副題に今後の取り組みに向けて」との記載を加えました。年

次報告書表紙をご覧ください。副題を追記しております。 

 ２点目の意見として、年次報告書３ページの「Ⅱ 平成２７年度

の実績と現在の進捗状況」の１につきまして、変更前は「「施策」

の目標達成度を示す「指標」の状況」としておりましたが、評価対

象は平成２４年度の数値としており、平成３５年度の長期目標に対

する評価ではないため、「目標達成」という記述は違うのではない

か。という意見がございました。こちらへの対応としまして、「「施

策」の目標に向けた進捗度合いを示す「指標」の状況」という文言

に修正をしました。年次報告書３ページ上段をご覧ください。１

「施策」の目標に向けた進捗度合いを示す「指標」の状況と表記し

ております。 

 ３点目の意見として、同じく３ページの指標の評価方法につい

て、変更前は５パーセント以内の数値の悪化は誤差の範囲として三

角の評価とすることをご提案しておりましたが、このような評価を

する場合は、改善された数値についても誤差を取るべきではないか

という意見がございました。このことへの対応としまして、誤差を
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議長 

 

 

 

 

 

 

とる指標はアンケートにより数値を取得する指標のみとし、その誤

差については、基準値からプラスマイナス２．５パーセントの範囲

としました。年次報告書３ページ上段本文の６行目をご覧くださ

い。アンケート指標について±2.5％の範囲を△と評価する旨を記

載しております。 

 ４点目の意見として、５ページ上段のグラフ中の浮遊粒子状物質

の単位が漢字で表記されているが、これを変更したほうがよいとい

う意見がございました。このことから、単位の表記を変更いたしま

した。年次報告書５ページ上段のグラフ凡例をご覧ください、表示

を変更しております。 

 ５点目の意見として、施策内容と評価状況を見やすくした方がよ

いという意見がありました。このことについて、「施策」の目標に

向けた進捗度合いを示す「指標」への評価である○△×は、年次報

告書３ページにまとめて記載しているのみでしたが、６ページ以降

についても、「指標」の推移に評価の表示を加えることとしまし

た。年次報告書５ページ中ほどの指標例をご覧ください。表の右端

に評価の項目を追加しております。 

 最後に６点目の意見として、主な「みんなの取り組み」の状況と

して掲載されていることが、昔から継続して行っていることか、最

近始めたことかがわからないという意見がございました。このこと

から、主な「みんなの取り組み」の状況として掲載されているそれ

ぞれの事業について、２７年度以降に新たに実施した取り組みは

（新）、２６年度以前から継続して実施している取り組みは（継）

と文末に記載するよう変更いたしました。年次報告書５ページ下段

の「みんなの取り組み」例をご覧ください。右側の取組状況説明文

の文末に追記しております。 

 ご意見への対応については以上となりますが、ほかに変えたほう

が良い点や、お気づきの点がございましたら、「２９年度環境基本

計画年次報告書」を作成する際の参考とさせていただきますので、

ぜひご意見をお聞かせください。 

 説明は以上です。 

 ただいま事務局から、「平成２８年度尾張旭市環境基本計画年次

報告書」についての報告がありました。 

 事務局のお話のとおり、変更後の年次報告書をご欄になって、お

気づきになられた点やもっとこうしたほうがよいということがござ

いましたら、ぜひともご発言いただきたいと思います。それではま

ず私から意見があります。年次報告書には今回継続事業と新規事業

を掲載してますが、継続事業をずっと掲載していると、報告書の内
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容量が増えるばかりになってしまいますので、市民の皆さんに十分

浸透したと考えられる事業や、ほとんど完了している事業などは掲

載しないという判断基準を考えるといいと思います。 

おっしゃるとおり、このまま継続事業を掲載し続けますと、その

量が膨大となってしまいますので、１０年以上続いている事業や市

民の皆さんに十分浸透した事業などは、事業自体は続けますが、年

次報告書への掲載はやめる等、次回報告書作成の際に検討いたしま

す。 

もう１点は、新規事業は文末に（新）と記載がありますが、字体

の変更や文字を太くするなど、一目でわかるようにするとよいかと

思います。 

 年次報告書の周知をしたいと考えていますが、どこにどれだけ年

次報告書が置いてあるのかわからないので、このことをもっと周知

すると良いと思います。 

 多くは印刷ができないため、基本はホームページに掲載している

年次報告書をダウンロードしていただくことになりますが、設置し

ている公共施設の周知を進めたいと思います。 

 ホームページに公開していることの周知は行っていますか。 

 もし周知をしていないのであれば、広報にこのことを掲載するな

ど、手順を踏む必要があると思います。 

 次回はそのような周知方法も検討したいと思います。 

 お年寄りのかたはホームページをあまり見ないかと思います。ま

た、若いかたはホームページを見ることができるけれど回覧板は見

ないと思います。両者それぞれ見るものが違うと思いますが、両者

へ周知をしていくことが必要と思います。また、最近はパソコンか

らではなくスマートフォンを利用するかたも増えていると思います

が、スマートフォンで市のホームページは見ることができるのでし

ょうか。 

 一般的にスマートフォンと呼ばれるものであれば、パソコンで閲

覧できる画面を見ることができます。 

 確かにそうかもしれませんが、パソコン対応のページをそのまま

閲覧するよりも、スマートフォン対応でページを作りなおすと全然

見やすさが違うと思います。 

 例えば、私どもが管理している森林公園のページは以前パソコン

対応のページでしたが、これをスマートフォン対応のページにした

ことでイベントの参加者に若いかたが増えました。このことから、

スマートフォン対応にしたことで若いかたが森林公園のページを閲

覧してくれたのだと思いました。 



6 

議長 

 

 

 

 

廣瀬委員 

 

 

 

 

 

環境政策係長 

 

 

 

 

 

 

 

藤井委員 

 

 

 

 

 

議長 

 

松本委員 

 

環境課長補佐  

川本 

 

 

議長 

 

 

 

 

 スマートフォンにどう対応していくのかは、年次報告書だけの話

ではなく、市全体で考えないといけない話だと思います。 

 また、見やすさという観点ですと、この年次報告書は子どもから

すると難しい内容だと思いますので、一部を抜粋して子どもがわか

る内容のものを別で作成することも検討したら良いと思います。 

 年次報告書を見た感想ですが、若い人が実施している取組が少な

いと思いました。今後は市や私たちのような団体が、学生などの若

い世代のかたと関わる機会が増えればいいと思います。 

 また、報告書の６ページの「ＥＳＤユネスコスクール数」という

指標の長期目標値が２校ですが、９校あるうちの２校ということ

で、この目標数値は低いのではないかと思いました。 

 各指標の長期目標値は、平成２６年度に実施した環境基本計画中

間見直しの際に確認を行ったものですので、年次報告書の中で修正

することは難しいです。しかし今後、市内の小学校のＥＳＤユネス

コスクールへの申請が増えることがあれば、目標値の修正も必要か

と思います。 

 なお、ＥＳＤユネスコスクールとして登録されるためには、運営

団体に英語で記載した申請書を提出することなど、その申請の難し

さについて以前の環境審議会の際にお話を伺っております。 

 旭小学校は今年の２月にＥＳＤユネスコスクールとして登録され

ました。今回の申請時期では、申請した学校は全国で４０校しかな

く、愛知県内で認められた小学校は旭小学校だけでした。申請は一

昨年の１０月に実施しておりましたが、やっと登録ができたところ

です。尾張旭市内では現在申請中の学校が１校あると聞いておりま

すが、こちらについてはまだ審査中とのことです。 

 いまのお話ですと、登録されたことはとても素晴らしいことです

ので、もっと広報などで周知したほうが良いと思いました。 

 年次報告書の表紙のポスターは展示会などをされているのでしょ

うか。 

 表紙のポスターはクリーンシティ推進運動に関連して毎年９月か

ら１０月頃に募集し、今年度は１２月に市役所ロビーで展示を行い

ました。また、ロビーでの展示終了後は環境事業センター内で一定

期間展示を行っております。 

 ありがとうございました。他に意見はございませんか。それでは

事務局の皆さま、来年度の年次報告書を作成する際は、ただいまの

ご意見などを参考にしていただきたいと思います。また、困ったこ

とがあれば、環境審議会の委員に協力を求めてもいいと思いますの

で、何かあればお声掛けください。 
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それでは続いて、次の報告事項に移りたいと思います。事務局か

ら説明願います。 

 それでは、報告事項の２「平成２９年度重点取り組み事項」につ

いて、ご説明させていただきますので、タイトルに「平成２９年度

重点取り組み事項」と記載されたＡ３ヨコの資料をご覧いただきた

いと思います。 

 この次年度の重点取り組み事項につきましては、毎年、当審議会

へとご報告しており、毎回、実施に当たってのアドバイスなどを頂

戴しているところでございます。 

 なお、これらの取り組み事項の根拠となる「来年度の予算」につ

きましては、現在市議会において審議されており、まだその実施は

確定しておりません。このため、先日発表された来年度予算の概要

等に基づき、資料を作成しましたので、ぜひこの内容に対し、ご助

言などをいただければと思います。 

 それでは、その詳細について、担当から説明させていただきま

す。 

 それでは、私から「平成２９年度重点取り組み事項」についてご

説明させていただきます。 

 細かな文字の資料で大変恐縮ですが、環境基本計画の施策の体系

に基づき、来年度の重点取り組み事項をまとめております。 

 なお、資料の左半分が、「環境基本計画の施策の体系」でござい

まして、５つの「分野別目標」と、１４の「施策」、そして３９の

「みんなの取り組みの区分」を掲載しております。 

 また右半分には、来年度の主な重点取り組み事項を、「分野別目

標」の区分ごとにまとめております。 

 それでは、順にご説明させていただきたいと思います。まず分野

別目標「１ 学び広げるまちづくり」に関連する事業としまして

は、まず１点目として、「環境学習に関するチラシの作成や、「森の

学舎」を継続して実施」することとしております。このことにつき

ましては右上に「参考①」と記載された資料をご覧ください。環境

学習に関するチラシは、私ども環境課のほか、産業課と都市整備

課、そして愛知県森林公園の運営等を担当している「ウッドフレン

ズグループ」様と連携し、市内で開催予定のイベントを一覧にし

て、四半期ごとにまとめたもので、今年度新たに作成したもので

す。このチラシにつきまして、来年度以降も継続して作成をし、多

くの市民の皆さんに環境学習講座に参加いただけるよう努めます。

「参考①」は平成２９年度第１四半期に配布予定のチラシの内容と

なっております。また、同じく今年度新たに取り組みました環境学
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習講座の「森の学舎」の内容につきましては、右上に「参考②」と

記載された資料をご覧ください。同資料の参加者の意見にあります

ように、「森の学舎」は参加者のかたから好評いただきましたの

で、来年度も継続して実施したいと考えております。 

 続いて、「平成２９年度重点取り組み事項」というタイトルの資

料に戻りまして、分野別目標１の２点目に「市と地域のパイプ役と

なり、まちづくりの手助けをする校区担当職員を全ての小学校区に

配置」することとしております。校区担当職員とは、市と地域のパ

イプとしての役割をもち、地域情報の収集や行政情報の提供を行う

職員のことです。この校区担当職員を全ての小学校区に配置するこ

とで、連合自治会長の活動をサポートし、地域と行政の風通しの良

い関係づくりを目指します。 

 そして３点目に「地域活動の拡充を目指し、自治会等活動促進助

成金の見直しを実施」としております。自治会等活動促進助成金

は、環境保全活動など、対象となる事業について応募のあった自治

会や町内会などに交付する助成金ですが、平成２９年度からは初め

て申請をされる自治会などへの助成率を引き上げ、地域活動の拡充

を目指します。 

 続いて、４点目に「図書館に環境に関する特集展示コーナーを設

置」することとしております。現在図書館では１階ロビーに月別の

テーマで特集を組んだ展示コーナーを設置しておりますが、こちら

に環境に関するテーマの展示を行う予定です。具体的には、６月は

自然環境や地球温暖化に関連する特集、７月は生物多様性に関する

特集、そして１０月は「リデュース・リユース・リサイクルの３Ｒ

でごみを減らそう」という環境省が行う推進月間にちなみ、ごみの

減量やリサイクルの特集展示を行いたいと考えております。 

 続いて分野別目標の２「ごみのないまちづくり」に関連する事業

として、１点目に「ごみの分別方法やごみ出し日などの情報をスマ

ートフォンで簡単に検索できるよう、「ごみ出しアプリ」を活用し

た情報発信。」としております。ごみの分別方法やごみ出し日を簡

単に検索できるよう「ごみ出しアプリ」の配信を昨年の９月から開

始しましたが、２９年度も引き続きアプリの運用を予定しておりま

す。 

 次に２点目として「リサイクル広場持ち込み分のみ回収していた

小型家電について、市内公共施設５か所にも回収ボックスを設

置。」としております。小型家電は燃えないごみとして出していた

だけますが、これを環境事業センター内リサイクル広場にお持込み

いただくことで、その一部をリサイクルすることが出来ておりま
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す。このリサイクルを促進するため、市役所、渋川福祉センター、

東部市民センター、スカイワードあさひ、新池交流館ふらっとの５

か所に小型家電の回収ボックスを設置します。 

 そして３点目として「リユースの促進を図るため、故障の無い自

転車に加え、軽微な修繕で使用可能な自転車の提供を試行。」とし

ております。現在、放置自転車や粗大ごみとして回収した自転車の

うち、回収時に故障の無い自転車を環境事業センターのリユースコ

ーナーで希望者にお渡ししています。この自転車の提供について、

回収時に故障があるものについても、軽微な修繕で使用可能になる

ものはリユース品として提供することを検討いたします。 

次に４点目として「火災等の事故防止や、安全な排出のため、スプ

レー缶類（スプレー缶、カセットボンベ）を資源として分別収

集。」としております。昨年の１０月からスプレー缶とカセットボ

ンベの分別収集を開始しましたが、まだ分別収集について知らない

かたもいらっしゃいますので、来年度も周知を図っていきます。周

知の方法としましては、毎年作成しております「ごみの出し方」と

いうごみの分別についてまとめた冊子の中に危険ごみの出し方を新

たに掲載します。また、毎月１日に発行される広報あさひの最終ペ

ージにごみ出しの日程を掲載しておりますが、そちらに危険ごみの

収集日を記載するとともに、分別して回収している旨注意書きをす

る予定です。 

 続いて５点目として「可燃ごみの減量と、市民サービスの拡充を

図るため、プラスチック製容器包装を毎週収集。」としておりま

す。プラスチック製容器包装の毎週収集は昨年の７月から市内全域

で開始しました。それまでは毎月２回の収集でしたが、プラスチッ

ク製容器包装が多くでる家庭では、毎月２回では足りないという声

がありました。毎週収集にすることで、可燃ごみにプラスチック製

容器包装を混ぜて出すかたが減り、可燃ごみの減量にもつながると

思いますので、来年度も継続して実施いたします。 

 次に６点目として「今後想定される地震災害及び風水害に対し

て、大量に発生する廃棄物を適正かつ迅速に処理するため、災害廃

棄物処理計画を策定」としております。この地域では、南海トラフ

地震の発生が懸念されており、この地震によって本市にも甚大な被

害があると想定されています。そのため、今後想定される地震災害

や風水害に対して、大量に発生する廃棄物を適正かつ迅速に処理す

ることで、市民の皆さんの衛生的な生活環境を保ち、早期の復旧・

復興を行うための計画策定が必要となるため、この事業を実施しま

す。 



10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 そして７点目として「市民の利便性向上を図るため、晴丘センタ

ーへの持ち込みに限られていた破砕不適物（ブロック、レンガ、タ

イル、つけもの石、物干し台、側溝の蓋、かわら）の、粗大ごみと

しての回収を実施。」としております。これまでは、ブロックやれ

んがなどの破砕不適物は市で収集できないものとしており、市民の

皆さまに直接晴丘町にある晴丘センターへ搬入してもらうようお願

いしておりましたが、粗大ごみとして回収をすることで、市民の利

便性向上や不法投棄物の減少を図りたいと考えております。 

 続いて分野別目標の３「地域で地球を考えるまちづくり」に関連

する事業として、１点目に「道路照明灯及び都市公園等の照明灯に

ついて、リース契約を利用したＬＥＤ化を実施。」としておりま

す。リース契約により、単年度での多額な支出を防ぎ、道路照明と

して約８４０基、都市公園等の照明として約２３０基のＬＥＤ照明

を一括で設置することが可能となることで、ランニングコストの削

減や二酸化炭素排出量の削減を期待することができます。 

 ２点目に、「尾張旭市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）を

改訂し、４月から実施。」としております。地球温暖化対策実行計

画は、国の地球温暖化対策計画に即して策定するもので、地方公共

団体が自らの事務事業に伴い発生する温室効果ガスの排出削減等に

ついて定める「事務事業編」と、その区域の自然的社会的条件に応

じて温室効果ガスの排出の抑制等を行うための施策についての「区

域施策編」があり、本市は「事務事業編」について、その策定が義

務となっております。これまでは本市で作成した環境マネジメント

システムのマニュアルをもって地球温暖化対策実行計画の「事務事

業編」としておりましたが、昨年５月に国が温室効果ガスの排出削

減目標を示したことなどから、「尾張旭市地球温暖化対策実行計画

（事務事業編）」を改訂し、平成２９年度から運用いたします。 

 なお、区域施策編は特例市以上の規模の市に策定義務があり、本

市ではその策定は努力規定となっておりますが、今後策定について

検討する際には、広く皆様のご意見をいただくことになろうかと思

います。 

 ３点目に、「市道南栄３号線及び都市計画道路霞ヶ丘線の整備を

推進。」としております。具体的には、新池の西側を通る市道南栄

３号線の車道及び歩道の拡幅整備や、霞ケ丘町を横断する都市計画

道路霞ヶ丘線の整備を行い、交通の安全確保や道路の渋滞解消を図

ります。また、都市計画道路霞ヶ丘線の整備により、平成３１年春

に開催予定の全国植樹祭の会場となる愛知県森林公園までのアクセ

ス環境の向上も見込まれます。 
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 次に４点目として「公共施設や家庭での緑のカーテン事業を実

施。」としております。オフィスや家庭からの温室効果ガス排出削

減が求められていることから、緑のカーテン事業を実施し、省エネ

ルギー意識の高揚を図ります。今年度市役所南庁舎に設置した緑の

カーテンにつきましては、愛知県が実施している「あいち緑のカー

テンコンテスト」に写真を送って応募し、審査委員特別賞を受賞し

ました。このような賞がもらえたことは、緑のカーテンのＰＲにも

なりますので、来年度も入賞できるよう取り組みたいと思います。 

 そして５点目として「家庭への太陽光発電及び省エネルギー設備

の導入を促進。」としております。具体的には、住宅用太陽光発電

設備のほかに、家庭用エネルギー管理システムであるＨＥＭＳ、家

庭用燃料電池システムであるエネファーム、定置用リチウムイオン

蓄電システム、電気自動車等充給電設備など５項目の設備の設置補

助を行い、家庭におけるＣＯ₂排出削減を促進いたします。 

 続いて分野別目標の４「自然とふれあうまちづくり」に関連する

事業として、１点目に「平成３１年春に愛知県森林公園で開催され

る「第７０回全国植樹祭」の関連事業を実施。」としております。

全国植樹祭につきましては右上に「参考③」と記載された資料をご

覧ください。全国植樹祭は昭和２５年に開催されて以来毎年春に開

催されている行事ですが、この全国植樹祭が平成３１年春に愛知県

森林公園で開催されることが昨年の１１月に正式決定しました。愛

知県での開催は約４０年ぶりで、尾張旭市内での開催はこれが初め

てとなります。本市ではこの「第７０回全国植樹祭」を積極的にＰ

Ｒしていきます。ＰＲの内容としましては、開催地である「愛知県

森林公園」における取組の歴史や魅力を伝えるリーフレットの作成

や、これまでも実施している「緑の募金」の推進を予定しておりま

す。また、市民の皆さんとともに植樹祭を盛り上げるため、全国植

樹祭あさひサポーターを募集します。この全国植樹祭あさひサポー

ターには、関連事業に関する情報を提供し、事業への参加や協力を

お願いします。 

それでは「平成２９年度重点取り組み事項」の資料に戻ります。

分野別目標の４の２点目として「ため池の耐震化の推進や、老朽化

した取水施設の改良工事を実施。」としております。このことにつ

いては、県が事業主体となり実施する大森池及び雨池の耐震工事の

事業費の一部負担や、県の耐震工事に合わせて、老朽化した取水施

設の改良工事を実施するものです。 

 そして３点目として「尾張旭市指定文化財のマメナシ・アイナシ

に関する調査を実施」することとしています。マメナシ及びアイナ
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シは、東海地方のため池周辺などの湧き水のある場所で生息してお

り、４月に開花し、小さな実をつけます。城山町にある長池はマメ

ナシのまとまった自生地となっており、また全国的にも希少なアイ

ナシの自生地でもあり、市の天然記念物に指定されております。こ

の貴重な長池のマメナシ及びアイナシ自生地を保護育成していくた

めに、専門家の診断を委託します。 

 次に４点目として、「各校区社会福祉推進協議会が実施するごみ

ゼロ運動におけるオオキンケイギクの駆除への協力依頼や、オオキ

ンケイギクに関する記事の広報への掲載を実施。」としておりま

す。オオキンケイギクは、日本在来の植物と競合し、生態系に対す

る影響が大きいことから「特定外来生物」に指定された植物です。

各小学校区の社会福祉推進協議会に、ごみゼロの日にイベントの一

環としてオオキンケイギクを駆除していただくよう協力を依頼する

ほか、市の広報にオオキンケイギクに関する記事を掲載し、オオキ

ンケイギクの発生抑制に努めたいと考えております。 

続いて分野別目標の５「暮らしやすい快適なまちづくり」に関連す

る事業として、１点目に「桜ヶ丘地区、平子ヶ丘地区、本地ヶ原地

区、向地区での下水道整備を推進。また。長坂町南山地区、北原山

地区での下水道整備の実施設計業務を委託。」としております。下

水道整備につきましては平成２８年度以前からの継続事業ですが、

平成２９年度は今申し上げました内容の事業を進め、生活環境の改

善や、水洗化の普及促進を図ります。 

次に２点目として「西部処理区の事業計画区域拡張に伴う、西部浄

化センターの増設工事を推進。」することとしております。こちら

は、尾張旭市西部処理区内における汚水整備の推進に伴い、流入水

量の増大が見込まれるため、西部浄化センターの処理能力が不足し

ないよう、水処理施設の増設を実施するものです。 

そして３点目として「宮下橋の耐震補強を実施。」としておりま

す。昭和４６年に建設された宮下橋は、市中央部を南北に走る市道

に架かっており、矢田川を跨ぎ市の中央部と南部を連絡する重要な

役割を担っています。また、こちらの市道は市の緊急輸送道路に指

定されているため、災害時においても重要な役割を担うことが期待

されています。過去に落橋防止装置が設置されておりますが、今回

さらに耐震性能の向上を図るため、橋脚についても耐震対策を施し

ます。 

次に４点目として、「三郷駅周辺のまちづくりを推進。また、旭

前駅のバリアフリー化整備を実施。」としております。三郷駅につ

いては、駅前広場を含む駅周辺のまちづくりの事業化に向け、現地
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測量を行う予定です。また、利用者が年々増加傾向にある旭前駅に

つきましては、鉄道事業者と連携を図りバリアフリー化整備を行い

ます。主な整備としましては、駅北側宿舎、改札、北側スロープ及

び南側スロープの整備を行います。また、旭前駅の利便性向上のた

め、駅構外に公衆用トイレを整備します。 

そして５点目として「公共施設等の総合的かつ計画的な管理を目指

し、ファシリティマネジメントを推進」することとしております。

本市に存在する全ての公共施設等を中長期的な視点で財政負担の軽

減・平準化を図るとともに、公共施設等の適正配置を目指していく

ための基本的な考え方や方向性を示す「尾張旭市公共施設等総合管

理計画」に基づき、公共施設の管理計画をマンガで示したパンフレ

ットの作成による市民周知を図るなど、計画に関連する事業を進め

ます。 

次に６点目として「動物愛護の啓発推進のため、犬猫の殺処分に

関する絵本を公共施設に配架。」としております。こちらにつきま

しては右上に「参考④」と記載された資料をご覧ください。「参考

④」は、事業者が、豊橋市の小学生が描いた「７８円の命」という

作文を絵本にし、殺処分について考えてもらうというプロジェクト

のホームページの一部を抜粋したものです。本市ではこのプロジェ

クトに関し、公共施設に絵本を配架するという形で協力をしようと考

えております。 

 以上、説明が長時間にわたり大変恐縮ですが、来年度の重点取り

組み事項について、ざっとご説明させていただきました。 

 これらの取り組みを進めることによって、環境基本計画に掲げる

各種施策の推進へとつなげてまいりたいと考えておりますが、より

効果的な内容とするため、委員の皆さんの豊富な知識やご経験を踏

まえ、ぜひアドバイス等をしていただけると幸いです。説明は以上

でございます。 

 ただいま事務局から、「平成２９年度重点取り組み事項につい

て」の報告がありました。 

 これらの事業を実施するにあたり、皆様のこれまでのご経験や、

お勤め先での実際の取り組み事項などを参考に、何かアドバイスな

どがありましたら、ぜひともご発言いただきたいと思います。 

 分野別目標４の４つ目のオオキンケイギクに関することですが、

森林公園では月に２回ほど花がでているものを摘んでおります。し

かし、このオオキンケイギクの繁殖源となっているところが、おそ

らく愛知用水の内側です。セメントで囲まれた隙間にオオキンケイ

ギクが咲いており、対処された形跡もございません。こちらからは
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愛知用水の管理者へ依頼をすることが出来ないため、ぜひ市から愛

知用水の管理者へお願いをしてもらえないでしょうか。また、駆除

をするとしても、ただ刈り取るだけではなく根っこから引き抜かな

いと、なかなか改善はされません。 

愛知用水の関係ですと、市民から雑草の苦情を受け、市から刈取

依頼をすることがありますが、愛知用水の管理者のお話ですと、予

算の都合上秋頃に一斉に実施するとのことです。一方、オオキンケ

イギクは春に花が咲き始めますので、依頼をするのであれば、春に

なるかと思いますが、先ほどのお話もあり、対応を期待することは

厳しいかもしれません。しかし、依頼をしないと始まらない話です

ので、今後は駆除の依頼を検討したいと思います。 

 市から依頼をするだけではなく、市民から直接管理者へ依頼をす

るほうが効果的な場合もあるかもしれません。 

 同じく外来種のタカサゴユリも愛知用水内には生えています。依

頼する際は年に１回対処するだけではなく、根絶するための対応を

考えて欲しいと思います。 

 依頼の方法などは一度事務局のほうで検討していただきたいと思

います。 

 環境基本計画に関する重点取り組み事項として資料を見たときに

内容がマッチしていないと思った取り組みが４点あります。 

 １点目は分野別目標３のため池の耐震化のことと分野別目標５の

宮下橋の耐震補強に関することです。これらの事業は環境というよ

りは防災に関することだと思います。次に２点目に、分野別目標３

の霞ヶ丘線のことですが、これは渋滞への対策だと思います。確か

に、自動車による環境負荷の削減になるという観点もあるとは思い

ますが、主には渋滞対策になるので、ここに記載する必要がないと

思います。そして３点目に、分野別目標５のファシリティマネジメ

ントは、建物をどのように有用させるかという話だと思います。４

点目は分野別目標１の環境学習に関するチラシの内容です。チラシ

には環境学習講座と書いてありますが、開催する講座には「⑦紙飛

行機を飛ばして健康になろう」のように環境と関係がない講座があ

ると思います。他にも「⑪矢田川さんぽみち春のウォーキング大

会」や「⑭スプリングフェスタ」などの講座も環境と関係ないので

はないかと思います。 

 ため池の耐震化につきましては、事業の性質としては防災のこと

だと思いますが、周辺整備も含めて行うことから、水辺の保全とい

う側面がありますのでこちらに記載しています。宮下橋の耐震補強

やファシリティマネジメントシステムにつきましては、良好な生活
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空間づくりとしての側面をもっていると考え記載しました。 

 霞ヶ丘線に関する事業ですが、事業を実施する理由としては、環

境のために実施することではなく、渋滞解消などの交通整備が理由

かと思いますが、藤沢委員のおっしゃるとおり、自動車による環境

負荷の削減という側面もあると考えられるため記載しております。 

 そして、環境学習のチラシに関することですが、確かに環境と直

接関係しない講座もありますが、そのような講座も掲載すること

で、例えば「⑪矢田川さんぽみち春のウォーキング大会」に参加し

たいかたがこのチラシを見て、他にもいろいろ講座をやっているん

だなぁと気づいてもらえるかもしれません。そのように、このチラ

シが気づきの機会になれば良いと考えています。 

霞ヶ丘線の整備やファシリティマネジメントのことは、今おっし

ゃった観点だけでは不十分だと思います。例えば愛知工業大学の前

の道路はのり面を全部地元の木で植樹しております。このように、

ただ道路整備をする際に交通の便を良くすることだけを考えるので

はなく、環境にどのように配慮すべきかを考えるべきです。また、

ファシリティマネジメントに関連する事業としては、建物を建てる

ときに渡り鳥が住むことができる空間を設けるなど、同じく環境に

配慮した事業を同時に行うべきだと思います。 

 次に、環境学習のチラシのことですが、ウォーキングは環境に関

することだと思います。なぜなら自然の中をウォーキングすること

によって気づくことや、大人と子どもが一緒にウォーキングするこ

とで子どもへ伝えられることなどがあるからです。講座を主催する

側のかたもこのような側面があると理解していて欲しいです。 

 例えば、ため池の耐震化のことですと、「耐震化」という言葉か

ら防災のことばかりが連想されますが、そもそもなぜため池を残す

のか、ということを考えることが環境に関係してくると思います。 

 環境を保全するためにため池を残す。そして、残すために耐震化

が必要。というように環境とどうリンクしているのかわかるように

整理する必要があると思います。 

次に環境学習講座の件ですが、類似した取り組みとしてなごや環

境大学というものがあります。このなごや環境大学におきまして

も、道路景観に関する講座など、環境という枠を広げて様々な講座

を行っていますので、同じように広くとらえていいと思います。ま

た、講座の参加者が環境に関して何かを感じてくれるよう、メッセ

ージを残す知恵があればより良くなるのではないかと思いす。 

 ファシリティマネジメントは古い施設をどう管理していくかとい

う話ですが、古いからこそ周辺施設とどうマッチングしていくかと
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いう話があると思います。ため池のこともそうですが、環境とどう

リンクしているのかということがこの取り組み事項の中に記載され

ていれば見やすくなると思います。また、担当課にこういう側面も

あるという意識をもってもらえるように周知したほうが良いと思い

ます。 

建物整備や道路整備を所管する部署では、環境の側面を意識して

事業を行っていることがほとんどないということが現実だと思いま

す。そういった部署に環境の側面について話ができるのは環境課だ

と思いますので、ぜひそういう対応をとっていただきたいと思いま

す。 

 また、愛知県生物多様性戦略２０２０という計画では、愛知県が

目指す環境への取り組みに関することが記載されていますので、ぜ

ひこちらを参考に、市民や民間事業者などと連携して事業を進めて

欲しいと思います。 

各担当部署に、環境の側面としてどういったことがあるのか、と

いうことを周知できるよう検討したいと思います。 

 他に意見はございませんか。 

 私が住んでいるところではプラスチック製容器包装の毎週収集は

行っておりませんので、毎週収集は非常に良い取り組みだと思いま

した。また、分別をしているとごみを減らしているという実感が持

てますし、説明にありましたように、燃えるごみと一緒に出されて

しまう資源ごみが減り、資源化率があがると思いますので、継続し

て実施して欲しいと思います。 

 このような収集の変更については回覧板で周知されるのでしょう

か。私が住むところでは、時々間違えてごみが出され、残された状

況を見たことがあります。 

 確かにまだごみの出し方を正しくご存じないかたもいらっしゃい

ます。特に若い世代のかたがご存じないということがありますの

で、その対応の１つとして、重点取り組み事項にも記載しましたご

み出しアプリの配信を行い、ごみ出しに関する周知を行いたいと思

います。また、ごみ出しアプリ自体の周知も考えています。 

 水辺の環境整備というところで、香流川では子どもたちが川のす

ぐ近くまで降りていけるように整備されていますが、尾張旭市では

川の付近にそういう整備がないので、そのような整備がされるとい

いと思います。 

 川の整備となると、安全面の確保など、河川管理との関係も考慮

する必要があると思います。 

 最近は、雨が降ったら上流が危険になるという危機意識がなくな
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ってきていると言われているそうです。個々人が川に対する危機意

識を持てるよう周知することができれば、川のすぐ近くまで降りら

れるための整備も出来るようになるのではと思います。 

 水辺の保全に関連し、年次報告書の中で濁池浸水施設整備と書い

てありましたが、整備の結果野鳥が寄り付かないようなものになっ

てしまったと思います。 

 親水施設の整備等を今後する場合には、野鳥や生物が寄り付かな

いようなものとならないよう配慮して欲しいと思います。 

 親水と自然をどう上手く組み合わせるのかということですが、管

理する側としては安全面を考えないといけませんし、利用する側の

観点からすると、人間にだけ便利なものとすることが正しいのかと

いうこともあります。このように様々な観点に目を配りながら整備

を進めないといけないと思います。 

 他に、ご意見やご助言はございませんか。 

 それでは、ただいまのご意見やアドバイスなどを踏まえながら、

鋭意取り組んでもらいたいと思います。 

 なお、それぞれの事業の実施に当たっては、委員の皆さんにもお

世話になる機会があるかと思いますので、なにとぞご助力くださる

ようお願いします。 

 それでは以上で、本日の議題は全て終了しました。 

 最後に会議次第の３、「その他」について事務局から説明してく

ださい。 

長時間にわたってご審議を賜り、誠にありがとうございました。 

 本日の結果を踏まえ、１点目の報告事項の際にいただきましたご

意見は来年度の年次報告書作成の際の参考とさせていただきます。 

 また、２点目の「来年度の重点取り組み事項」につきましても、

本日頂戴したご意見等を踏まえ、鋭意推し進めてまいりたいと思い

ますので、引き続きご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願いいたしま

す。 

 それでは「その他」といたしまして、次回の審議会のご案内をさ

せていただきます。 

 次回は、毎年ご確認いただいております「環境基本計画の年次報

告」等を議題として、１０月、１１月ごろに開催させていただきた

いと考えております。 

 また、その際には、本日ご覧いただいた「重点取り組み事項」の

進捗状況を踏まえ、再度ご助言等をお聞かせいただければと考えて

おります。 

 なお、詳細な開催日程につきましては、改めてご案内させていた
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だきますので、引き続きなにとぞよろしくお願いいたします。 

  説明は以上でございます。 

 ただいま事務局から説明がありましたとおり、次回の審議会は、

１０月、１１月ごろに開催されるとのことであります。皆さんお忙

しい中かと思いますが、ご協力くださるようお願いいたします。 

 それでは、これをもちまして、平成２９年第１回尾張旭市環境審

議会を閉会といたします。皆さん長時間にわたり大変お疲れ様でし

た。  


